
技術紹介　TOPICS

カンボジア熱帯季節林での実践を通じたノウハウ開発

気候変動を抑制するための国際的メカニズムとして、
発展途上国における森林減少・劣化を食い止めることで
温室効果ガスの排出削減や森林炭素蓄積量の増強を図る
「REDDプラス」への期待が高まっています。REDDプ
ラスの実現には、森林の炭素蓄積量とその変化を広域に
わたり正確に測定することが不可欠です。そのため、従
来は衛星画像を用いたリモートセンシングによって森林
タイプの区分が行われてきましたが、より詳細な森林情
報を得る手段として、航空レーザ計測の適用も選択肢の
一つとして浮上しつつあります。

アジア航測は農林水産省の農林水産技術会議が企画・
公募した委託プロジェクト研究「高精度リモートセンシ
ングによるアジア地域熱帯林計測技術の高度化」に国立
研究開発法人森林総合研究所を代表者とするコンソーシ
アムの一員として参画する機会を得ました。このプロジェ
クトの中で、共同研究機関である九州大学などと連携し、
カンボジアの熱帯季節林での調査を通じて、海外におけ
る航空レーザを用いた森林計測の標準化に取り組みまし
た。ここでは、その概要をご紹介します。 

はじめに

東南アジアなどに広がる熱帯季節林は常緑樹や落葉樹
が混生したとても多様な森林ですが、大規模な土地開発
や違法伐採などにより、減少の一途をたどっています。
その実状を精緻に把握するための技術開発として、森林
減少が深刻なカンボジアで航空機を利用したレーザ計測
による調査を実施しました。
調査対象としたのはカンボジアの中央部に位置する
コンポントム州の平地林 20 ㎢です。計測は 2012 年と
2014 年の 2回、いずれも現地の乾季に当たる 1月に行
いました。

実施時点でカンボジア国内には航空レーザ計測装置が
存在しなかったため、アジア航測がアジア・オセアニア
地域に有するネットワークを活かし、タイムリーな機材
調達と確実な運航に努めました。
1回目の計測は回転翼（ヘリ）の機体を用いて、低速・
低高度で反復飛行を行うことにより、可能な限りの高密
度計測を試みました。このデータを検証した上で、2回
目の計測は機動性の高い固定翼の機体に高性能レーザ計
測装置を搭載し、より効率的なデータ取得を目指しまし
た。

カンボジアにおける航空レーザ計測の実践
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海外における航空レーザを用いた
森林計測の標準化
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図1　現地の森林の様子

図2　2回目の計測に使用した固定翼機 図3　固定翼機による計測コースの計画
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2時期の計測で見えた森林減少・劣化の実態
丸 2年間を空けて計測した 2時期の航空レーザデータ
のうち、森林の表層から反射したパルスの標高を比べて
みました。2時期の間で表層高が大きく落ち込んだ箇所
を平面的に図示すると、伐採によって抜き取られた林冠
のギャップが手に取るようにわかります（図 4）。

さらにギャップが生じた箇所のレーザ反射パルスの断
面を見ると、高木が 2本消失した様子が明瞭に確認でき
ます（図 5）。このギャップ部分の 2時期の標高差分値を
もとに、抜き伐りされた 1本 1本の樹冠サイズと高さを
面的に把握することも可能となります（図 6）。

航空レーザ計測の標準仕様例
以上の実践を通じて得られたノウハウをもとに、海外
で航空レーザを用いた森林計測を実施する際の手引とし
て、「海外における航空機 LiDAR※1 を用いた森林計測の
標準仕様例」をとりまとめました。実際に海外で航空レー
ザ計測を実施する場合、個別案件ごとに考慮すべき事項
はさまざまに生じますが、この仕様例は森林計測という
目的に沿った大筋の構成を押さえ、個々の条件に応じて
必要事項を埋めていくと、英文の仕様書が完成するよう
工夫されています。目次は右に示すとおりで、全文は下
記の森林総合研究所REDD研究開発センターのURLで
公開されています。
http://redd.ff pri.aff rc.go.jp/pub_db/

publications/_img/standard_format_AAS.pdf

カンボジアでの実践を通じて、熱帯地域において違法
伐採などにより生じている森林減少・劣化を捉える手法
としての航空レーザ計測の有用性が確認できました。

アジア航測は航空レーザ計測などのセンシング技術を
駆使し、これからも発展途上国における持続的森林管理
や地球温暖化防止対策の推進に取り組んでいきます。

おわりに

※ 1　Light Detection and Ranging（光検出と測距）の略、日本国内ではレーザ計測という呼称が一般的。
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図4　レーザで捉えた林冠構造とギャップ 図5　同位置で切り出した2時期の反射パルス 図6　伐木の樹冠サイズと樹高

図7　標準仕様例の目次構成
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